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保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育
推
進
の
た
め
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
、
季
節
は
晩
秋
か
ら
初
冬
へ
の
変
化
の
中
、
大
気
は

確
実
に
一
朝
ご
と
に
そ
の
冷
た
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

 

学
校
で
は
、
２
学
期
当
初
の
体
育
大
会
に
お
い
て
、
全
校
生
徒
の
躍
動
す
る
姿
が
そ
こ
こ
こ
に
見
え
ま
し

た
。
全
力
で
疾
走
す
る
姿
、
敗
れ
て
も
惜
し
み
な
く
拍
手
す
る
姿
、
後
輩
を
思
い
や
る
姿
、
友
達
を
気
遣
う

姿
、
た
く
ま
し
さ
、
や
さ
し
さ
、
す
べ
て
が
込
め
ら
れ
た
行
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は

後
に
実
施
し
た
三
年
ぶ
り
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
大
い
に
活
か
さ
れ
ま
し
た
。
相
楽
地
方
の
十
一
校
が
集

う
音
楽
交
流
会
で
は
、
大
規
模
校
に
も
全
く
引
け
を
取
ら
な
い
合
唱
発
表
に
触
れ
、
生
徒
た
ち
を
誇
ら
し
く

さ
え
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
本
校
生
徒
た
ち
へ
、
十
二
月
と
い
う
時
期
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
す
。 

 

『
冬
の
草
木
は
地
上
で
は
枯
れ
果
て
て
見
え
ま
す
が
、
地
中
で
は
水
を
吸
収
し
、
冬
に
続
く
季
節
、
春
に

新
し
い
緑
の
葉
を
伸
ば
す
準
備
を
し
て
い
ま
す
。「
冬
」
は
寒
く
辛
い
季
節
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
目
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
季
節
な
ん
で
す
。
３
年
生
の
今
は
、
こ
ん
な
「
冬
」
の
季
節

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
春
」
へ
の
貴
重
な
準
備
の
時
期
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
、
今
な
す
べ
き
こ
と
に
向
き
合
い
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
力
強
い
歩
み
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
一
・
二
年
生
に
も
同
様
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
無
く
て
は
な
ら
な
い
「
大

切
な
冬
」
を
力
強
く
歩
み
、
春
に
新
し
い
希
望
の
葉
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。 

さ
ら
に
続
け
ま
す
。

皆
さ
ん
は
世
界
三
大
喜
劇
王
の
一
人
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

あ
る
時
、

記
者
に
「
今
ま
で
創
ら
れ
た
映
画
の
中
で
最
高
傑
作
は
何
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
す
ぐ
に

「N
e
x
t 
o
ne

」
＝
「
次
の
作
品
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
に
向
上
心
を
持
ち
、
そ
の
都
度
、
最 

 
 

大
限
の
努
力
を
し
、
そ
し
て
、
最
善
の
も
の
を
追
求
す
る
と
い
う
姿
勢
に
は
学
ぶ
こ
と
が

多
い
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
目
指
し
た
「
さ
ら
な
る
高
み
へ
！
」
に
通
じ
る
も
の
で
す

ね
！
』 

い
よ
い
よ
十
二
月
で
す
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
春
に
向
か

っ
て
「
大
切
な
冬
」
を
し
っ
か
り
と
過
ご
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
心
か
ら
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
す
。 
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中学校 

第八波  

新型コロナウイルスが猛威を振るい始め早３年、まだまだ終息の気配は見られません。

少し収まってきたかと思うと、また上昇に向かうといったことを繰り返しています。  

ここで今一度、当たり前のことを当たり前に行う習慣を心がけたいものです。 

・外から中に入るときには手洗い、うがい、手指消毒 

・人との距離をとる。とれないときには、マスク着用（室内はマスク） 

・換気    ※今も、濃厚接触の判断基準の中心は「マスク着用」です！ 

【笠中 HP】 

生徒総会 

11月 16日（水）は生徒総会が行われました。3年生から 2年生にバト

ンタッチされ、ここからは 2 年生が笠置中学校の中心となって、いろい

ろなことを進めていきます。もちろん、そこには 1 年生の力も必要にな

ってきます。大きな 3年生の背中を見て学んだこと、それを踏まえつつ、

自分たちのカラーを出していってほしいと思います。自ら考え、主体的

に行動する 3 年生を超えていくためには、地に足をつけ一歩一歩進んで

いく地道な努力が必要です。すぐにその背中に追いつけるわけではない

ので、これからの活動に期待しています。２年生・1年生頑張れ！ 



                             

                             

【教育相談室開室日のお知らせ】 12月のスクールカウンセラー来校日は 

12月 6日（火）・13日（火）・20 日（火）です。お気軽にご相談ください。 

【 １２月予定 】  

いっぷく学  

 

 

【南山城村青少年の主張大会】1１月 13日（日） 

本校から代表 3 名の生徒が主張大会に出場し、日頃思っていること、人権についての思い等を発表しま

した。やまなみホールの立派な会場で、また大勢の村民の方々の前で、自分の思いを堂々と主張しました。

思いが伝わってくる、とてもよい発表でした。会場にいる皆さんも、生徒たちの思いにうなずき共感して

くださっていたように思います。 

11月 10日（木）・11日（金）2年生は総合的な学習の時間に学んでいる『お茶の学習』の一環として、「い

っぷく学」に取り組みました。茶道は一連の流れが大切です。一つ一つの所作には意味があり、合理的な動

きになります。1日目に教えていただいたことを確認しながら、2日目にはていねいにお茶をたてることがで

きました。もてなす側、もてなされる側、双方がお互いを思いやる、伝統的なお茶の世界に触れることがで

きた貴重な学習となりました。 

日 曜 行　事 日 曜 行　事

1 木 中２アップ（英） 15 木 中２アップ（英）

5 月 ふりスタ（数） 16 金 三者面談①

6 火 ＳＣ来校 19 月 三者面談②　ふりスタ（数）

8 木 中２アップ（数） 20 火
三者面談③　ＳＣ来校
中２アップ（数）

10 土 土曜教育（ふるさとフェスタ) 21 水 三者面談③

12 月 振替休日 22 木 給食最終日　芸術鑑賞（PM）

13 火 ＳＣ来校　ふりスタ（国） 23 金 終業式

【冬季休業中の緊急連絡先】 

12/28及び 1/4 相楽東部広域連合教育委員会 0774-78-4335 

12/29～1/3まで （お住まいの）笠置町役場（0743-95-2301）・南山城村役場（0743-93-0101） 

 



   



 


